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～栄小学校運動会～
　9月16日（土）、第7回栄小学校運動会が
開催されました。今年は栄小になって7回
目の運動会ということで、特別ルールや中
学生との玉入れ対決など新鮮味溢れる内容
となりました。
　赤組・白組両軍とも白熱した展開が続き、
手に汗握る展開となりましたが、最後は赤
組が優勝を手にしました。

主な内容
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度 の状況決算年28成平

※注）端数処理を行っているため合計が一致しない場合があります。

歳入

歳出

村税 1億 8,785 万円
（4.7％）
地方譲与税 6,159 万円
（1.5％）
利子割交付金 13 万円
（0％）
配当割交付金 40 万円
（0％）
株式等譲渡所得割交付金
24  万円（0％）
地方消費税交付金
3,609 万円（0.9％）
自動車取得税交付金
1,093 万円（0.3％）
地方特例交付金
35 万円（0％）
地方交付税
17 億 2,844 万円
（43.0％）
交通安全対策特別交付金
60 万円（0％）

村債 4億 6,060 万円
（11.4％）

諸収入 3,419 万円
（0.8％）
繰越金
2億 6,470 万円（6.6％）
繰入金 
4億 1,876 万円（10.4％）
寄付金 
1億 8,569 万円（4.6％）
財産収入 1,504 万円
（0.4％）
県支出金
3 億 4,069 万円
（8.5％）
国庫支出金
2億 3,122 万円（5.7％）

使用料・手数料
3,304 万円（0.8％）

分担金・負担金
1,292 万円（0.3％）

議会費 4,690 万円
（1.3％）

総務費
7億 6,556 万円
（21.4％）

民生費
4億 4,727 万円
（12.5％）

衛生費 
1億 4,952 万円（4.2％）

労働費
2億 5,549 万円（7.1％）

農林水産業費
4億 2,126  万円
（11.8％）

公債費 2億 7,506 万円
（7.7％）

災害復旧費
5,723 万円
（1.6％）

教育費
2億 2,379 万円
（6.3％）

消防費
1億 3,966 万円
（3.9％）

土木費
5億 286 万円（14.1％）

商工費
2億 9,036 万円（8.1％）

歳入
40億2,347万円

歳出
35億7,496万円

借金を返しました 2億7,506万円

お年寄りや子どもたちの
ために 4億4,727万円

庁舎管理など 7億6,556万円

農林業のために 4億2,126万円

観光や温泉、バス運行の
ために 2億9,036万円

道路橋梁や除雪のために 5億    286万円

学校や生涯学習のために 2億2,379万円

健康管理やごみ処理の
ために 1億4,952万円

農地、道路等災害復旧
事業に 5,723万円

その他様々な出費 4億4,205万円

40億2,347万円

35億7,496万円

残金  4億4,851万円
H28、29年度の
2ヵ年事業　       2,199万円
貯金　　      2億0,000万円
繰越　 　     2億2,652万円

村民皆さんから頂きました 1億8,785万円

昨年度から繰り越された
お金 2億6,470万円

国・県から配分されました 24億1,068万円

借金をしました 4億6,060万円

貯金を下ろしました 4億1,876万円

その他様々な収入です 2億8,088万円

　　平成28年度の栄村一般会計の決算額は、歳入が40億2,347万円（対前年度比1.9％減）、歳出が35億
7,496万円（対前年度比2.3%減）となりました。翌年度に繰り越す各種事業の財源	2,199万円を控除した
実質収支額は4億2,652万円となっています。

1 一般会計決算の概要

歳出額を村民一人あたりで割ってみると……（平成29年3月31日現在　1,973人で計算）
公債費
139,412円

民生費
226,695円

農林水産業費
213,512円

総務費
388,018円

商工費
147,167円

土木費
254,871円

災害復旧費
29,007円

教育費
113,426円

衛生費
75,783円

その他
（消防・議会・労働）
224,050円

合　計　　1,811,941円（対前年比 14,010円の増）

収入

支出
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〈村債と基金の状況（一般会計分）〉
　村の借金に当たる村債残高は、平成26年度に防災行政無線施設整備事業にともなう借り入れにより26億6,400万円ほどに増
加しました。平成28年度は貸工場（平滝）の就労施設整備事業等の借り入れにより2億1,549万円増加しました。
　村の貯金に当たる基金残高は、余剰金や栄村震災復興特別基金等の積立が多くなり前年度より1億2,521万円増の20億9,245
万円となりました。

28年度実施主要事業　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
森宮野原駅前駐車場整備及び複合施設外構工事 1,410 東部社会体育館吊天井撤去改修工事 2,654
総合サポートセンターの設置及び復興支援員の配置

（サポートセンター委託先：栄村社会福祉協議会） 1,051 秋山郷保存民家屋根改修 279

地域おこし協力隊の配置（秋山地区へ3名） 908 各集落公民館改修補助事業（大久保・切欠・極野・平
滝・原向公民館） 7,010

ふるさと復興支援金事業（村民自らの知恵と工夫によ
り自主的かつ主体的に取り組む事業に対し補助。森・
横倉・青倉・箕作・小滝・小赤沢・大久保・切欠・白鳥）

3,786 高齢者総合福祉センター施設改修工事 1,239

村制施行６０周年記念事業 150 農林水産業施設災害復旧工事（森用水頭首等） 4,670
ＨＰリニューアル事業 378 社会資本整備総合交付金事業（天代坪野線土合橋架替工事・

和山岐線現道拡幅工事・橋梁改修点検・トンネル点検） 24,740
総合振興計画策定事業 367
貸工場建設事業（平滝） 25,490 栄村集落避難所耐震改修補助事業（白鳥） 207

28年度実施主要事業(特別会計）　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
生きがいセンター耐雪型ガレージ建設工事 1,374 ケーブルテレビ設備機器更新工事 1,296

※注）端数処理を行っているため、実際の決算額と一致しない場合があります。

会　　　計 歳入 歳出 差引 一般会計繰入金
国 民 健 康 保 険 （ 事 業 勘 定 ） 28,804 25,754 3,050 860
国 民 健 康 保 険 （ 施 設 勘 定 ） 11,946 11,458 488 1,018
秋 山 診 療 所 601 341 260 0
後 期 高 齢 者 医 療 3,002 2,998 4 1,469
介 護 保 険 36,722 34,948 1,774 6,211
介 護 サ ー ビ ス 7,349 7,346 3 2,771
簡 易 水 道 7,741 7,452 289 4,096
生 活 排 水 処 理 7,117 7,008 109 1,707
農 業 集 落 排 水 2,035 1,860 175 1,226
ス キ ー 場 11,211 11,081 130 6,805
ケ ー ブ ル テ レ ビ 4,887 4,837 50 737

合  　　　　　計 121,415 115,083 6,332 26,900
※注）端数処理を行っているため、実際の決算額と一致しない場合があります。

区　　分 27年度末
残高

28年度実績 28年度末
残高取崩等 積立

積

立

基

金

財 政 調 整 基 金 121,496 6,000 18,268 133,764
ふ る さ と 創 生 基 金 18,406 3,138 1,503 16,771
克 雪 対 策 基 金 17,228 0 4 17,232
栄村東日本大震災復興交付金基金 13,114 1,807 0 11,307
栄村震災復興特別基金 6,166 14,253 16,600 8,513
その他特定目的基金 15,618 16,677 18,022 16,963

定 額 運 用 基 金 4,695 0 0 4,695
合  　　計 196,723 41,875 54,397 209,245

2 特別会計決算の概要

3 村債（借金）と基金（貯金）の状況（一般会計分） ～村債・基金 増～ 

（単位：万円）

（単位：万円）
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地方交付税等
投資的経費

人件費
5億 813 万円（14.1%）

積立金
3億 6,397 万円
（10.1%）

補助費等
4億 3,927 万円
（12.1%）

維持補修費
1億 4,723 万円
（4.1%）

扶助費
8,031 万円
（2.2%）

公債費
2億 7,506 万円
（7.6%）

普通建設費
7億 8,300 万円
（21.7%）

物件費
6億 1,169 万円
（16.9%）

災害復旧費
5,723 万円
（1.6%）

地方交付税等の推移／投資的経費の推移

歳出
36億1,595万円

2,152

1,927

1,800
1,304

1,168

1,792

1,899

3,309

4 普通会計決算財政分析
　一般会計に一定の特別会計を合算したものを「普通会計」と言います。本村では、一般会計、ケーブルテレビ
特別会計を合算して普通会計を構成しています。通常、地方自治体の財政状況の把握・分析にあたっては、この「普
通会計」が用いられます。

〈性質別歳出の状況〉
　普通建設事業費は、H27実施の共同牛舎建設事業や森宮野原駅前複合施設整備事業などが終了した
ことにより前年度比29.6%の減となりました。また、農業支援を目的とした寄付金の増により基金へ
の積立金が前年度比117.4％の増となりました。

〈決算収支の状況〉
　28年度の普通会計決算は、前年
度に比べ歳入は1.3％減、歳出は
1.5％の減となりました。
　実質収支から前年度の実質収支を
差し引いた単年度収支は4億2,702
万７千円の黒字となりました。
　単年度収支の黒字要素である積立
金等と赤字要素である積立金取崩額
を精算した実質単年度収支は、277
万2千円の赤字となりました。 ※実質単年度収支とは、単年度収支から実質的な赤字・黒字要素（貯金の出し入れや

借金の繰上返済）を加減したもので、当該年度だけの実質的な収支を表す数値です。

（2）性質別歳出の状況

（単位:万円）

※注）「地方交付税等」には臨時財政対策債を含みます。

（1）決算収支の状況

区 分 歳 入
（a）

歳 出
（b）

差し引き
（a）-（b）

=（c）

翌 年 度
繰越財源

（d）

実 質 収 支
（c）-（d）

=（e）

単 年 度
収 支

（f）

積 立 金
（g）

繰 上 げ
償 還

（借金の繰上返済）
（h）

積 立 金
取 崩 額

（財政調整基金）
（i）

実質単年
度 収 支
（f）+（g）
+（h）-（i）

28年度 406,497 361,595 44,902 2,199 42,703 5,455 268 0 6,000 △277
27年度 411,668 367,168 44,500 7,252 37,248 8,862 285 0 7,000 2,147

普通会計決算収支

歳入歳出年度別推移
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　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、財政の健全度を判断す
る指標「健全化判断比率等」を村民の皆さんに毎年公表することが義務付け
られています。
　平成28年度決算に基づく栄村の財政状況は、いずれの指標も国の基準を下
回っておりおおむね健全であるという結果になりました。

水道、下水道、スキー場など、利用した方から使用料をもらって運営している公営企業会計の資金不足額を、公
営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状況の深刻度を表す比率です。
◇資金不足が生じた公営企業はないため、資金不足比率は該当しません。

【問い合わせ先】総務課企画財政係　☎0269-87-3112　☎050-3583-2111（直通）

平成27年度指標

※普通会計決算の詳細は栄村ホームページ（http://www.vill.sakae.nagano.jp/）の「暮らし情報」→
「各課からのお知らせ」からご覧頂けます。

平成28年度寄付金状況
寄付件数／9,040件　　寄付金額／185,490,647円

（内訳：農業支援目的寄付金　8,919件　180,210,296円　一般寄付金　121件　5,280,351円）
一般寄付金のみ寄付者の希望に応じて、氏名と住所を公表させていただいています。
※「＊＊＊」表記部分は、公表を希望されない部分です。

（3）財政健全化判断比率・資金不足比率について

資金不足比率　該当なし

　全ての会計や一部事務組合などを含む
村全体の借入金返済額の規模を示します。
◇5.4％で早期健全化基準を下回りました。

　村が今後返済していく借金や、将来支払わなければいけない可能性の
ある負担金（退職手当支給予定額）等の現時点での残高を示す比率です。
◇基金への積立（貯蓄）が増えたため比率は「該当なし」となりました。

実質公債費比率  5.4％ 将来負担比率　該当なし

　普通会計（一般会計、ケーブルテレビ特別会計）
が抱える赤字の規模を示す比率です。
◇黒字のため「該当なし」です。

◇財政再生基準とは・・・
　レッドカードといわれるもので、
財政運営がどうにもならない状態
と判断され、財政を立て直す計画
を作り、国等の関与による確実な
再生を図らなければなりません。
立ち直るまで、何を行うにも国に
お伺いをしなければならず、村独
自では何もできなくなります。

◇早期健全化基準とは・・・
　イエローカードといわれるも
ので、財政が危ない状態と判断
され、悪化した原因を分析し改
善計画を作り、自主的な改善努
力により財政の健全化を図らな
ければなりません。

　村の全ての会計の赤字や黒字を合算し、村全体と
しての赤字の規模を示す比率です。
◇黒字のため「該当なし」です。

実質赤字比率　該当なし 連結実質赤字比率　該当なし

区　分 栄　村 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）平成28年度 平成27年度 

①実質赤字比率 ― ― 15.0 ％ 20.0 ％
②連結実質赤字比率 ― ― 20.0 ％ 30.0 ％
③実質公債費比率 5.4％ 6.1％ 25.0 ％ 35.0 ％
④将来負担比率 ― ― 350.0 ％
⑤資金不足比率 ― ― 20.0 ％（経営健全化判断基準）

ご住所 お名前
千葉県 遠藤　博司	様
三重県 細川　晃雄	様
京都府 赤染　益輝	様
＊＊＊ 関口　廣美	様
＊＊＊ 中沢　幸史	様
＊＊＊ 伊藤　幸雄	様
＊＊＊ 駒瀬　裕子	様

ご住所 お名前
＊＊＊ 原　廣貴	様
＊＊＊ 孔　萌	様
愛知県 匿　名
沖縄県 匿　名
大阪府 匿　名
神奈川県 匿　名
栃木県 匿　名

ご住所 お名前
愛知県 匿　名
東京都 匿　名
東京都 匿　名
宮城県 匿　名
愛知県 匿　名
長野県農業経営者協会	様

栄村関西の会	様

ご住所 お名前
武蔵村山市立第一中学校	様
（一社）信濃中野法人会	様
長野西高同協会関東支部	様

NTT労働組合
北関東信越総支部	様

H12年度信州青年洋上
セミナー運営団	様
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　弾道ミサイルが日本に落下する可能性がある場合、村では国からの緊急情報を瞬時に伝える「Ｊ
アラート」を活用して、屋外スピーカー放送と宅内の告知放送端末で特別なサイレン音とともにメッ
セージを流します。メッセージが流れたら、落ち着いて、直ちに行動して下さい。 

弾道ミサイル落下時の対応等について

　防災訓練は、災害時の行政・村民・関係機関の連携・協力体制を確立し、1人1人が災害にどのよう
に備えるかを確認する大切な機会です。
　今年度は、避難訓練や消防団訓練に加え、土砂災害の３D映像体験や、備蓄品の試食など子どもか
ら大人まで誰でも楽しみながら防災について学べる内容になっています。防災講習会は、訓練対象地
域の方でもご参加いただけますので、是非ご参加下さい。

●訓練内容（8時から）
①避難所への避難訓練
・今年度は、東部地区（雪坪・志久見・柳在家・切欠・
長瀬・原向・笹原）を対象に避難訓練を実施します。
なお、当日は村からの緊急放送や消防団によるサイレ
ン等が村内全域で流れる他、エリアメールを役場から
配信しますのでご了承下さい。

②防災講習会
・会場：旧東部小学校グランド
・内容：日赤奉仕団による炊出し訓練（試食もできます）
　　　　岳北消防本部の特殊工作車の展示・消火器訓練・バケツリレー
　　　　火災の煙体験・土石流３Dシアター体験

③災害対策本部設置運営訓練
・会場：栄村役場
・内容：役場職員が大規模災害に対する初期対応訓練を行います

栄村総合防災訓練を
10月29日（日）に行います
～災害に強い、日本一安心できる村へ!～

・できる限り、頑丈な建物
や地下に避難する。

・物陰に身を隠すか、地面
に伏せて頭部を守る。

・窓から離れるか、窓のな
い部屋に移動する。

屋外にいる場合 建物がない場合 屋内にいる場合
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平
成
29
年
度
　
入
札
結
果
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

◇
工
事
名　

平
成
29
年
度　

村
単
道
路

修
繕
舗
装
事
業（
他
）
野
田
沢
長
瀬
線

◇
箇
所
名　

栄
村
大
字
堺　

字
長
瀬

◇
内　

容　

　

長
瀬
集
落
内
の
舗
装
修
繕
工
事

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工

　

L
=2
3
3
m　

A
=8
6
0
㎡

◇
工　

期　

平
成
29
年
9
月
19
日
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
11
月
20
日

◇
契
約
金
額　

2
，1
6
0
，0
0
0
円

◇
契
約
の
相
手
方　

北
信
舗
道
㈱　

◇
工
事
名　

平
成
29
年
度　

村
単
道
路

修
繕
舗
装
事
業
⑵
和
山
切
明
線

◇
箇
所
名　

栄
村
大
字
堺　

字
切
明

◇
内　

容　

　

和
山
～
切
明
間
の
舗
装
修
繕
工
事

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工

　
L
=1
，3
9
5
m　

A
=7
，3
5
8
㎡

　

区
画
線
設
置
工　

L
=2
，8
0
0
m

◇
工　

期　

平
成
29
年
9
月
15
日
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
11
月
20
日

◇
契
約
金
額　
１
９
，０
０
８
，０
０
０
円

◇
契
約
の
相
手
方　

㈱
竹
花
組
飯
水
営

業
所　

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し

て
実
施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
」
を
活
用
し
、
今
年
度
大
久
保
区

で
は
祭
礼
備
品
を
宝
く
じ
の
助
成
金
で

整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝

く
じ
の
普
及
広
報
と
、

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
を
目
的

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り

整
備
し
ま
し
た

▶
大
久
保
地
区
祭
礼
備
品

　

ふ
る
さ
と
復
興
支
援
金
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
か
ら
5
カ
年
年
間
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
、
4
月
の
区
長
会
で

事
業
概
要
を
説
明
し
た
後
、
今
年
度
分

の
計
画
を
受
付
け
し
ま
し
た
。

　

事
業
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
事
業

検
討
委
員
5
名
に
よ
り
、
事
業
検
討
委

員
会
を
開
催
し
、
書
類
審
査
と
申
請
者

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
採
点
し
た
後
、

村
長
が
最
終
決
定
し
ま
し
た
。

　

申
請
事
業
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
詳
し
く
は
栄
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

企
画
財
政
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
２

　

県
で
は
、
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
の
皆
さ

ん
を
支
援
し
て
い
ま
す
。「
地
域
を
よ
く

し
た
い
」「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
み
た
い
」

な
ど
、
地
域
づ
く
り
に
こ
の
支
援
金
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
地
域
づ
く
り

を
実
践
す
る
団
体
の
皆
さ
ん
が
円
滑
に

こ
の
制
度
を
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

制
度
の
概
要
等
を
ご
案
内
す
る
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
向
け
て
本
事
業
の
活

用
を
計
画
し
て
い
る
団
体
は
、
役
場
総

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
説
明
会
開
催
予
定

　

平
成
29
年
10
月
中
旬
～
下
旬

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

企
画
財
政
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
２

栄
村
ふ
る
さ
と
復
興

支
援
金
事
業
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
地
域
発
元
気
づ
く
り

支
援
金
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　この宝くじの収益金は市
町村の明るく住みよいまち
づくりに使われます！
（公財）長野県市町村振興協会

10月11日（水）
発売！！

1枚 300円

地区名 事業名

横倉 稲作育苗施設整備
（苗床舗装）事業

得点率 決定額
63 4,320,000

事業概要
基幹産業である稲作を安定的・持続可
能な産業に育てるため、苗床の舗装を
行い、育苗管理を容易にする。交流イ
ベントの会場にも利用できる。

平成29年度
ふるさと復興支援金採択事業
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「1」を選択 「２」を選択

税  務  署

電話相談センター

消費税の
軽減税率制度
に関する
専用窓口

「3」を選択

○国税に関する一般的
なご相談

音声案内に従い相談内容の
番号を選択してください。

「１」………所得税
「２」………源泉所得税・
　　　　　　年末調整
「３」………相続税・贈与税
　　　　　　譲渡所得
「４」………法人税
「５」………消費税・印紙税
「６」………そのほかの
　　　　　　ご相談

○個別的なご相談のた
めの予約手続
○税務署からの照会に
関するお問合せ
○税金の納付相談

○消費税の軽減税率制
度に関するご相談

◎よくある税の質問は国税庁ホームページの
　「タックスアンサー」に掲載されています。
◎携帯電話からもご利用いただけます。

タックスアンサー

相談日時をご予約いただくと、待ち時間なくご案内できます。

税務署におかけいただいた電話は、自動音声案内でご案内しております。

税務署での面接相談は、 としております。「事前予約制」

相談内容に応じて「１」、「２」、「３」の番号を選択してください。

信濃中野税務署（0269-22-3151）

国税に関するご相談は、
まず電話にてお問い合わせください！



（9） 平成29年10月1日広 報 さ か え
　

信
濃
中
野
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の

方
を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係
あ
る
制

度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
説
明
会
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◇
開
催
場
所
及
び
日
時

　

中
野
市
民
会
館　

2
階
41
号
会
議
室

　

平
成
29
年
10
月
24
日
（
火
）

　

飯
山
市
公
民
館　

2
階
講
堂

　

平
成
29
年
10
月
26
日
（
木
）

◇
開
催
時
間
（
両
会
場
共
通
）

・
午
前
の
部

　

10
時
～
11
時
30
分

・
午
後
の
部

　

13
時
30
分
～
15
時

　

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

信
濃
中
野
税
務
署

　

☎
０
２
６
９
-２
２
-３
１
５
１

　

村
税
や
使
用
料
等
は
様
々
あ
り
ま
す
。

役
場
か
ら
送
ら
れ
て
来
る
納
付
書
で
毎

月
定
期
的
に
納
め
る
の
は
な
か
な
か
手

間
も
掛
か
り
ま
す
し
、
意
外
と
忘
れ
が

ち
で
す
。

　

役
場
か
ら
督
促
状
が
送
ら
れ
て
驚
い

た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

役
場
で
は
、
便
利
な
口
座
振
替
制
度

が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
申
請
い
た
だ
い

て
お
き
ま
す
と
、
役
場
で
指
定
さ
れ
た

日
に
自
動
的
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
す

も
の
で
す
。
こ
れ
な
ら
、
金
融
機
関
に

納
め
に
行
く
手
間
も
省
け
ま
す
し
、
収

め
忘
れ
が
無
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
指
定
口
座
に
残
金
が
無
い

と
引
落
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
後
新
た
に
口
座
振
替
を
登
録
し
た

い
方
や
、
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
口
座

を
変
更
し
た
い
方
は
、
役
場
会
計
税
務

課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

会
計
税
務
課　

税
務
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
１

　
（
内
線
1
0
6・1
0
7
）

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃
金
法
に

基
づ
き
、
国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定
め

使
用
者
は
、
そ
の
金
額
以
上
の
賃
金
を

労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

　

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
と
、
労
働
者
を
一
人
で
も
使
用

し
て
い
る
全
て
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ

る
「
長
野
県
最
低
賃
金
」
が
、
平
成
29

年
10
月
1
日
か
ら
時
間
額
7
9
5
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
賃
金
の
確
認
を

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常

の
労
働
時
間
・
労
働
日
に
対
応
す
る
賃

金
で
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
精

勤
労
手
当
、
通
勤
手
当
等
及
び
家
族
手

当
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
賃
金
の
引
上
げ
に
向
け
た
中

小
企
業
へ
の
支
援
制
度
（
業
務
改
善
助

成
金
の
支
給
及
び
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
）
が
あ
り
あ
す
の
で
、
是
非
と
も

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

中
野
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
２
６
９
-２
２
-２
１
０
５

　

借
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で
、
一
人

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
多
重
債

務
者
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
相
談
を

無
料
で
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

借
金
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
こ
の

機
会
に
相
談
窓
口
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

面
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
事
前

に
左
記
の
予
約
先
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
10
月
11
日
～
10
月
24
日
ま
で

の
土
・
日
を
除
く
8
時
30
分
～
17
時

の
間
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◇
日
時

　

平
成
29
年
10
月
25
日
（
水
）

　

10
時
～
17
時

◇
会
場

　

北
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
県
長
野
保
健
福
祉
事
務
所
庁
舎
1
階
）

◇
そ
の
他

　

事
前
の
予
約
は
ご
本
人
で
な
く
て
も

構
い
ま
せ
ん
が
、
当
日
は
ご
本
人
に
来

所
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
予
約
・
問
合
せ
先
】

　

北
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６
-２
２
３
-６
７
７
７

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会
の
ご
案
内
に
つ
い
て

口
座
振
替
制
度
を

　
　 

ご
存
知
で
す
か

長
野
県
最
低
賃
金

　  

改
正
の
お
知
ら
せ

多
重
債
務
者

無
料
相
談
会
に
つ
い
て
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《
職
種
・
募
集
人
数
》

　

①
リ
フ
ト
係
②
圧
雪
係

　

③
レ
ス
ト
ラ
ン
係
④
フ
ロ
ン
ト
係

　

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

《
資　

格
》

　
平
成
29
年
4
月
1
日
時
点
で
18
歳
以
上

　

68
歳
以
下
の
健
康
で
明
る
い
方

《
雇
用
期
間
》

　

平
成
29
年
12
月
11
日
～

　

平
成
30
年
3
月
31
日

《
基
本
賃
金
（
日
額
）》

　

①
②
７
５
０
０
円

　

③
6
9
0
0
円　

④
6
8
0
0
円

《
募
集
期
間
》

　

平
成
29
年
10
月
10
日
～

　

平
成
29
年
10
月
18
日

《
応
募
方
法
》

　
役
場
窓
口
及
び
秋
山
支
所
に
用
意
し
て

あ
る
採
用
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

《
そ
の
他
》

・
書
類
審
査
の
他
、
面
接
を
実
施
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
③
④
に
つ
い
て
は
パ
ー
ト
可

【
問
合
せ
先
】

　

商
工
観
光
課　

企
業
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
５
５

　

飯
山
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
北
信

地
域
の
企
業
の
人
材
確
保
と
新
規
学
卒

者
等
の
就
職
促
進
を
目
的
と
し
て
「
平

成
30
年
3
月
新
規
大
学
等
卒
業
予
定
者
」

及
び
「
大
学
等
卒
業
後
3
年
以
内
の
既

卒
者
」
を
対
象
と
し
た
面
接
会
を
北
信

地
域
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
4
所
で
開
催
し

ま
す
。

◇
日
時

　

平
成
29
年
10
月
13
日

・
受　

付　

12
時
～

・
面
接
会　

13
時
～
16
時
30
分

◇
会
場

　

メ
ル
パ
ル
ク
長
野
1
F　

ホ
ー
ル

◇
持
ち
物

　

面
接
会
受
付
票
、
筆
記
用
具

※
面
接
会
へ
の
事
前
の
お
申
込
み
は
不

要
で
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
長

野
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
就

職
面
接
会
受
付
・
登
録
票
」
を
ご
準

備
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

　

☎
０
２
６
９
-６
２
-８
６
０
９

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
国
が

作
っ
た
中
小
企
業
従
業
員
の
た
め
の
制

度
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従

業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
事
業

主
に
は
一
定
期
間
掛
金
の
一
部
が
助
成
さ

れ
る
国
や
村
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

商
工
観
光
課　

企
業
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
５
５

　

村
で
は
村
内
経
済
の
活
性
化
や
起
業

者
支
援
、
雇
用
機
会
拡
大
な
ど
を
目
的

と
し
た
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

		

こ
の
補
助
金
に
は
対
象
と
な
る
要
件
等

が
あ
り
ま
す
の
で
、
平
成
３
０
年
度
に

事
業
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
事
前
に

ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

商
工
観
光
課　

企
業
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
５
５

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
で
は
左

記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

（
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
）

◇
概
要

　

将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、
高
機

能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品

を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、
国

際
社
会
に
お
い
て
も
自
信
を
も
っ
て

対
応
で
き
る
自
衛
官
と
な
る
者
を
養

成
す
る
た
め
に
、
中
学
校
卒
業
予
定

者
等
を
対
象
に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

◇
資
格　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）

　
　
　
　

17
歳
未
満
の
者

◇
受
付
締
切
・
試
験
日

　
平
成
29
年
11
月
1
日
～
平
成
30
年
1
月
9
日

　
（
自
衛
官
候
補
生
）

◇
概
要　

自
衛
隊
の
第
一
線
で
技
能
と

体
力
を
一
心
に
磨
く
任
期
制
自
衛
官

◇
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
男
子

◇
受
付　

年
間
通
じ
て
実
施
。

◇
試
験
日

　

平
成
29
年
11
月
11
日
、
12
月
2
日

◇
合
格
発
表

　

志
願
票
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

☎
０
２
６
-２
３
５
-６
０
２
６

ス
キ
ー
場
冬
季

　 
臨
時
職
員
の
募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒・

自
衛
官
候
補
生
募
集
に
つ
い
て

北
信
地
域
就
職

　  

面
接
会
に
つ
い
て

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

平
成
30
年
度 

栄
村
起
業
支
援
事
業

補
助
金・栄
村
新
規
雇
用
奨
励
事

業
補
助
金
の
事
前
相
談
に
つ
い
て
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・
ま
だ
空
き
家
で
は
な
い
が
、
家
を
継

ぐ
者
が
い
な
い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か

な
ど
。

　

村
で
は
、
今
年
度
よ
り
初
の
取
組
み

と
し
て
、
新
規
採
用
職
員
を
民
間
企
業

へ
派
遣
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
資
質
向

上
の
た
め
の
接
遇
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
様
の
研
修
は
10
月
、
12
月
に
も
実
施

い
た
し
ま
す
。
併
せ
て
、
階
層
別
、
勤

務
年
数
別
等
の
研
修
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
8
月
22
日
に
は
役
場
へ
講
師

を
お
迎
え
し
て
、
臨
時
職
員
対
象
の
接

遇
研
修
も
開
催
し
ま
し
た
。

車
の
日
常
点
検
整
備
、
定
期
点
検
整
備

を
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】

　

北
陸
信
越
運
輸
局　

長
野
運
輸
支
局

　

☎
０
２
６
-２
４
３
-５
５
２
５

　

http://w
w
w.tenken-seibi.com

　

現
在
、
わ
が
国
で
は
空
き
家
が
急
速

に
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

都
道
府
県
別
で
み
る
と
、
長
野
県
の

空
き
家
率
は
19
・
8
％
で
あ
り
、
山
梨

県
の
22
％
に
つ
い
で
全
国
第
2
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

実
に
、
日
本
の
7
軒
に
1
軒
が
空
き

家
状
態
。
長
野
県
で
は
5
軒
に
1
軒
が

空
き
家
状
態
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
長
野
県
青

年
司
法
書
士
協
議
会
は
、
左
記
の
要
領

に
て
、
司
法
書
士
に
よ
る
空
き
家
問
題

の
電
話
相
談
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

◇
日
時

　

平
成
29
年
12
月
3
日

　

10
時
～
16
時

◇
電
話
番
号

　
０
１
２
０
-４
４
８
-７
８
８

◇
相
談
料　

無
料

◇
相
談
例

・
実
家
が
空
き
家
に
な
っ
て
困
っ
て
い
る
。

売
る
・
貸
す
等
は
可
能
か
。

　

長
野
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
度
も
「
総
合
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
祭
」
を
左

記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

◇
日
程

　

平
成
29
年
10
月
21
日
（
土
）

　

10
時
～
14
時
30
分

◇
場
所

　

長
野
市
下
駒
沢
6
1
8
-1

　

長
野
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

◇
テ
ー
マ

　
「
来
て	

見
て	

知
っ
て	

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン

タ
ー
」

◇
主
催

　
長
野
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
、
セ
ン
タ
ー
祭
実
行
委
員
会

◇
内
容

・
講
演
会

・
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
演
奏
等

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
祭
実
行
委
員
会

　

☎
０
２
６
-２
９
６
-３
９
５
３

　
北
信
地
区
中
心
に
50
社
前
後
の
求
人

事
業
所
が
参
加
し
、
施
設
や
仕
事
等
の
説

明
や
面
接
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
福
祉
を
学

ん
で
い
る
方
や
福
祉
の
職
場
に
関
心
の
あ

る
方
、
ま
た
福
祉
の
職
場
へ
就
職
を
希
望

し
て
い
る
方
々
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　

平
成
29
年
10
月
27
日

　

受
付　

11
時
30
分
～

　

就
職
セ
ミ
ナ
ー　

12
時
30
分
～

　

説
明
・
就
職
面
接
会　

13
時
30
分
～

◇
会
場

　
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
瑞
宝
・
1
階
ホ
ー
ル

※
参
加
費
無
料
、
申
込
不
要
、
履
歴
書

不
要
、
服
装
自
由

　

詳
し
く
は
長
野
労
働
局
H
P
又
は
長

野
県
社
会
福
祉
協
議
会
H
P
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

自
動
車
の
不
具
合
に
よ
る
事
故
の
防

止
や
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
自
動

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
祭
開
催

福
祉
の
職
場
説
明
会

に
つ
い
て

9・10
月
は「
自
動
車

点
検
整
備
推
進
運
動
」

の
強
化
月
間
で
す

空
き
家
問
題
1
1
0
番

接
遇
研
修
を
実
施

▲9月に職員3名が民間企業で研修
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▲見事優勝を果たしたてるてる坊主ナイン

　

8
月
27
日
（
日
）
に
村
長
杯
野
球
大

会
が
農
村
広
場
・
栄
中
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
7
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
2
つ

の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
で
勝
ち
上
が
っ
た

2
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
が
行
わ
れ
、
珍

プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
が
続
出
す
る
中
、
見

事
て
る
て
る
坊
主
が
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

◆
大
会
結
果

　

優
勝　
て
る
て
る
坊
主

　

2
位　

中
央
ス
タ
ー
ズ

　

9
月
10
日
（
日
）
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
農
村
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
4
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
秋
晴
れ

の
中
各
チ
ー
ム
1
点
を
巡
る
攻
防
で
白

熱
し
た
展
開
と
な
り
ま
し
た
。
優
勝
は

12
−11
で
打
ち
合
い
を
制
し
た
東
部
ス

タ
ー
ズ
が
2
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

◆
大
会
結
果

優
勝	

東
部
ス
タ
ー
ズ

2
位	

O
H
！
町

3
位	

て
る
て
る
坊
主

4
位	

西
部
ラ
イ
オ
ン
ズ

　

10
月
15
日
（
日
）
に
長
野
市
ホ
ク
ト

文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
る
「
第
53

回
か
ん
て
ん
ぱ
ぱ
S
B
C
こ
ど
も
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
」
に
見
事
一
次
予
選
を
突
破

し
た
栄
中
全
校
の
全
校
生
徒
が
出
場
し

ま
す
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
当
日
は
、
混
声
4
部
合

唱
に
よ
る
組
曲
「
未
来
へ
の
決
意
」
か

ら
決
意
を
発
表
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
会
場
で
奏
で
る
中
学
生
の
素
敵

　

9
月
5
日
（
火
）
～
7
日
（
木
）
の

3
日
間
栄
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
に
は
オ
ー
プ
ン
の
部
で
9
チ
ー
ム
、

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
で
3
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
が
参
加
さ
れ
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
の
部

で
は
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
め
や

B
が
優
勝
。
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
で
は
、

勢
い
で
圧
倒
し
た
ス
キ
ー
部
女
子
が
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

◆
大
会
結
果

《
オ
ー
プ
ン
の
部
》

　

優
勝	

あ
め
や
B

　

2
位	

バ
ッ
ト
マ
ン

　

3
位	

あ
め
や
A

《
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
》

　

優
勝	

ス
キ
ー
部
女
子

　

2
位	

白
鳥
Y
M
B

　

3
位	

あ
め
や
女
子　

　

次
回
は
10
月
3
日
（
火
）
～
5
日

（
木
）
に
「
絵
手
紙
カ
ッ
プ
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
仲
間
う
ち
で
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
大
勢
の
皆
さ
ま
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
愛
好
会　

代
表　

岡

栄
中
学
校
Ｓ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
場

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

村
長
杯
野
球
大
会
開
催

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

な
歌
声
を
聴
き
に
行
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

◇
日
時

　

平
成
29
年
10
月
15
日
（
日
）

　

第
2
部　

12
時
40
分
～
15
時

◇
会
場

　

長
野
市
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

　

大
ホ
ー
ル

　

長
野
大
学
（
上
田
市
）
で
は
学
生
に

よ
る
「
地
域
調
査
演
習
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
高
齢
化
と
人
口
減
少

が
進
む
県
内
農
山
村
の
現
状
と
将
来
を

調
査
研
究
す
る
も
の
で
、
昨
年
は
下
伊

那
郡
天
龍
村
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
栄
村
で
実
施
す
る
計
画
で
、
１
０

月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
用
紙
を
送
ら
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
一
部

集
落
へ
は
聴
き
取
り
に
よ
り
村
民
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
調
査
い
た
し
ま
す
。
調

査
結
果
を
ま
と
め
た
後
に
村
内
で
の
報

告
会
も
行
い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
野
大
学
生
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
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昨
年
、
村
民
の
方
か
ら
数
多
く
の

考
古
資
料
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

栄
村
の
先
史
時
代
を
知
る
貴
重
な
資

料
で
す
の
で
こ
こ
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

旧
石
器
時
代
の
小
坂
遺
跡
は
、
大

久
保
集
落
に
至
る
切
通
し
付
近
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
動
物
の

皮
を
な
め
す
石
器
な
ど
が
採
集
さ
れ

て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
三
年
の
発
掘

調
査
で
は
「
小
坂
型
彫
刻
刀
」
と
命

名
さ
れ
た
特
徴
的
な
石
器
も
発
見
さ

れ
、
全
国
的
に
も
知
ら
れ
た
遺
跡
で

す
。
二
万
数
千
年
前
と
推
定
さ
れ
、

現
時
点
で
栄
村
の
歴
史
は
こ
こ
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

　

縄
文
時
代
の
資
料
で
は
、
村
内
各

地
か
ら
ヤ
ジ
リ
や
斧
な
ど
が
採
集
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
田
沢
の
十

王
峯
遺
跡
か
ら
は
、
約
五
千
年
前
の

縄
文
土
器
が
大
量
に
採
集
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

村
内
に
は
平
滝
の
ひ
ん
ご
、
長
瀬
新

田
、
泉
平
の
遺
跡
な
ど
、
こ
の
時
期
の

大
規
模
な
遺
跡
が
多
く
あ
り
ま
す
。
栄

村
の
地
は
ま
さ
に
縄
文
王
国
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
村
の
先
史
文

化
を
、
村
史
編
纂
事
業
の
な
か
で
さ
ら

に
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
の
遺
跡
や
資
料
に
つ
い
て
、
情

報
等
お
持
ち
で
し
た
ら
編
纂
室
ま
で
ご

教
示
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▲野田沢十王峯遺跡（約5000年前の土器）

栄
村
に
花
開
い
た
先
史
文
化

︱
村
へ
の
寄
贈
資
料
か
ら
︱

◇
◇
◇
◇
◇

村
史
編
纂
室
か
ら
⑥
◇
◇
◇
◇
◇

ジ
オ
サ
イ
ト
巡
り
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　
10
月
14
日（
土
）　
９
時
～
15
時
30
分

　
参
加
無
料
・
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
奥
志
賀
公
園
栄
線
の
雑
魚
川
沿
い
を
巡
り
ま
す
。

雑
魚
川
大
滝
や
、大
昔
の
火
砕
流
跡
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

【
持
ち
物
】

　
帽
子
・
昼
食
・
飲
み
水
・
林
を
歩
い
て
も
大
丈
夫

な
服
装
・
雨
具

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　
☎
０
２
５-

７
６
５-

１
６
０
０

※
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
ガ
イ

ド
認
定
試
験
の
受
験
を
考
え
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

栄
村
ぐ
る
っ
と
ツ
ア
ー
！
開
催
！

【
日
時
・
内
容
】

　
10
月
31
日（
火
）　
９
時
～
16
時

　
朝
９
時
に
こ
ら
っ
せ
に
集
合
し
、
栄
村
の
ジ
オ
サ

イ
ト
や「
地
域
の
宝
」な
ど
、
魅
力
的
な
場
所
を
バ
ス

で
巡
り
ま
す
。

　
今
回
は
水
内
・
西
部
が
中
心
で
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
♪

【
持
ち
物
】

　
帽
子
・
飲
み
水
・
林
を
歩
い
て
も
大
丈
夫
な
服
装
・

雨
具
・
昼
食
代
１
０
０
０
円

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　
栄
村
教
育
委
員
会
ジ
オ
パ
ー
ク
担
当  

越
智

　
☎
０
２
６
９-

８
７-

１
６
０
０
。

【
申
込
締
切
】

　
10
月
20
日（
金
）

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信（
29
）
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食中毒は冬でも起こります。
食中毒から家族・自分自身を守るために、予防方法を参考にして
みてください。

・肉と魚は、それぞれ袋に入れて買い物袋へ。
　汁がもれないように包む。
※この汁にも食中毒の原因菌が入っています。
・生ものを購入したら、すぐに冷蔵庫へ保存する。

・生もの（特に肉と魚） を切ったら、使った包丁、
　また板は熱湯をかける。
　そのまま他の食材を切らないようにしましょう。
・消費期限を過ぎたもの、時間がたった料理など、
　あやしい…と感じたら思い切って捨てる。など

・調理の前
・生ものを触った後
・食事の前
・トイレの後
※石鹸で丁寧に洗う

 ・賞味期限内に調理
・保存するときは、
　他の食材と離す。
・冷蔵庫  10℃以下、
　冷凍庫 －15度以下

・加熱は十分に！
　中心部分が75℃で、
   1分間以上。
・電子レンジでは、
　均一に加熱

焼き餅、揚げ餅、おでん、おしるこ・・・。
お餅にも、食中毒が潜んでいます。それは、「カビ」です。
カビのまわりには、目に見えないカビの根っこがあります。
カビを洗ったり、カビを切り取っただけでは、まだ食中毒の危険があるのです。
食べきれない分は、冷蔵庫や冷凍庫での保存がお勧めです。

つ
け
な
い

増
や
さ
な
い

や
っ
つ
け
る

食中毒を予防しよう！

食中毒予防の3原則



岳北地域＆津南町情報コーナー

津 南 町 飯 山 市

木島平村 野沢温泉村

広 報 さ か え平成29年10月1日 （16）

　年に２度しか姿
を現さないので、幻
の滝と呼ばれている
「樽滝」。高さ50ｍの
岩盤を流れ落ちる美
しい滝を見ようと毎
回多くの方で賑わい
ます。また近年幻の
滝を見ると幸せにな
れると聞いて訪れる
カップルもいるほど
です。色づいた木々
の中を流れ落ちる紅
葉の「樽滝」をお楽
しみください。

■日　時：10月22日（日）午前８時30分～午後４時
■場　所：木島平村滝見橋（国道403号沿い）

■開催日：10月14～31日　毎日運行
■時　間：16:10出発　17:40帰着
　　　　　真湯バス停 ⇔ 朝日屋旅館前 ⇔ 見晴台サンセットポイント
■料　金：大人800円　小学生400円
※天候により中止の場合もございます

■日　時：10月28日（土）14:00～（参加費無料）
■場　所：飯山復活教会（飯山市大字飯山2278）
■内　容：○ハロウィンゲーム ○仮装パレード ○ガーデン
　　　　  パーティー ○ジャック・オー・ランタン
　　　　（かぼちゃの灯篭）づくり　など

　夕陽を眺めて、想いにふける時間ってなかなかありませ
んよね。
　野沢温泉は「日本夕陽百選」に選ばれたサンセットポイ
ントがあり、しかも日本を代表する唱歌ゆかりの地なのです。
地元のガイドがご案内します。

【問合せ・申込み先】野沢温泉旅館組合　☎00269-85-2056
【問合せ先】木島平村観光協会　☎0269（82）2800
※周辺には駐車場がありませんので、係員の指示に従ってください。

地域を守る消防団 いいやま広小路会議
ハロウィン・ガーデンパーティーを開催　台風18号の影響により、急きょ会場を変更し、津南町総

合センターで開催した津南町消防演習。昨年までは消防演
習と防災訓練を合同開催していましたが、今年は23年振り
に単独開催となりました。この日は本部分団をはじめ各分団、
女性部の約380名の団員が集結。アトラクションとして津
南中等教育学校の吹奏楽部による演奏が行われ、引き締まっ
た空気が一変し、なごやかな空気に包まれました。

幻の滝「樽滝」
10月22日 秋の落水

夕焼けバス

　いいやま広小路会議では、市街地の回遊性とにぎわい創出
の取組の一環として、ハ
ロウィン・ガーデンパー
ティーを開催します。
　今年7月に登録有形文
化財に登録された飯山
復活教会の歴史と魅力
に触れながら、ライト
アップされた教会の前
で深まる秋のひとときを
過ごしませんか。仮装
での来場大歓迎です！

▲地域を守るために日頃から活動や練習を
重ねる津南町消防団員



編集後記

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関

飯 山 市 0 0 106

木 島 平 村 0 0 23

野沢温泉村 0 0 21

栄 村 0 0 12

管 轄 外 等 0 0 0

気のゆるみ　防火は　消すより心掛け

8月火災・救助・救急出動件数

十日町地域消防署との
応援協定による出動を
含みます。

飯山日赤　3
津南病院　2
そ の 他　7
不 搬 送　0

10月の納税等

最高気温 35.1℃ 8月7日（月）
最低気温 15.6℃ 8月31日（木）
平均気温 24.5℃ 総雨量 215.5㎜

世帯数 846世帯 前月比+2
総人口 1948人 +3

男 943人 +2
女 1005人 +1

出生 1

死亡 2

転入 4

転出 0

世帯と人口（9月1日現在） 8月中の異動

栄村の気象（8月）
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月
	

9
日（
月
）	
歩
け
歩
け
大
会【
農
村
広
場
】

	

10
日（
火
）	
園
開
開
放
日【
北
信
保
育
園　

9
時
】

	

15
日（
日
）	
Ｓ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

	
	

【
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル	

大
ホ
ー
ル
】

	

19
日（
木
）	

や
き
い
も
大
会【
北
信
保
育
園
】

	

20
日（
金
）	

岳
南
・
吾
妻
・
岳
北
3
消
防
本
部
訓
練

	
	

【
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場　

13
時
30
分
】

	

21
日（
土
）	

栄
村
収
穫
祭【
栄
村
役
場
村
民
広
場　

10
時
】

	
	

第
39
回
栄
村
総
合
文
化
祭

	
	

【
か
た
く
り
ホ
ー
ル　

9
時
30
分
】

	

24
日（
火
）	

園
開
放
日【
北
信
保
育
園　

9
時
】

	

26
日（
木
）	

栄
小
音
楽
会【
栄
小
学
校
】

	

29
日（
日
）	

防
災
訓
練【
旧
東
部
小
学
校
グ
ラ
ン
ド　

8
時
】

	
	

自
然
学
校【
こ
ら
っ
せ
】

		

3
日（
火
）	

離
乳
食
フ
ォ
ロ
ー
教
室【
集
団
健
診
室　

10
時
】

	

18
日（
水
）	

子
育
て
相
談
日【
集
団
健
診
室　

9
時
】

	

27
日（
金
）	

乳
児
健
診【
集
団
健
診
室　

13
時
】

10行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

○国民健康保険税		○介護保険料
○後期高齢者医療保険料		○村民税
○村営住宅料　○教員住宅使用料
○ケーブルテレビ使用料		○簡易水道料
○合併浄化槽使用料　○保育料
○農業集落排水処理使用料
○温泉使用料		○温泉休憩所使用料
納期限は 10月31日（火）です

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

口座振替日
　農協・郵便局	 10月23日（月）
　八十二銀行・県信	 10月25日（水）

　秋と言えば、スポーツの秋・芸術の秋・
食欲の秋などと言われ様々なことが連想
されますが、皆さんはどのような秋をイ
メージされますか。
　この秋はイメージだけで終わるのでは
なく、行動に移して秋を満喫してみては
いかがでしょうか。
　朝晩だいぶ冷え込んできました。行動
に移すためにも皆さん体調管理には十分
お気をつけください。裕
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栄
村
青
少
年
育
成
協
議
会
は
、
８
月
27
日
（
日
）
～
８
月

30
日
（
水
）
の
４
日
間
、
箕
作
公
民
館
に
お
い
て
通
学
合
宿
を

開
催
し
ま
し
た
。
通
学
合
宿
と
は
長
野
県
で
推
奨
さ
れ
て
い
る

事
業
の
一
つ
で
、
子
ど
も
た
ち
が
地
区
公
民
館
や
公
共
施
設
に

宿
泊
し
、
自
分
た
ち
で
食
事
作
り
や
洗
濯
、
掃
除
と
い
っ
た
家

事
全
般
を
行
い
な
が
ら
学
校
へ
通
う
も
の
で
す
。
会
場
の
近
く

に
食
材
を
調
達
で
き
る
店
舗
が
あ
る
事
、
入
浴
施
設
が
あ
る
事
、

ま
た
徒
歩
で
登
校
で
き
る
こ
と
の
3
つ
の
条
件
が
そ
ろ
う
場
所

と
し
て
、
今
年
は
箕
作
公
民
館
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

通
学
合
宿
に
は
８
名
（
小
学
校
３
年
生
２
名
、
５
年
生
３
名
、

中
学
校
１
年
生
２
名
、
２
年
生
１
名
）
の
児
童
生
徒
が
参
加
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
包
丁
を
持
っ
た
こ
と
の
な

い
子
、
生
肉
を
触
っ
た
こ
と
の
な
い
子
も
い
ま
し
た
が
、
合
宿

後
半
に
も
な
る
と
一
人
で
み
そ
汁
を
作
っ
た
り
、
サ
ラ
ダ
を
作
っ

た
り
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
朝
の
活
動
で
は
常
慶
院
へ

行
き
、
歴
史
あ
る
寺
院
で
方
丈
様
か
ら
鐘
を
つ
く
と
き
の
作
法

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
鐘
つ
き
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
４
日
間
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
お
う
ち
の
人
に
会
え

な
く
て
さ
み
し
か
っ
た
」「
ご
飯
作
り
が
楽
し
か
っ
た
」「
お
皿

洗
い
が
大
変
だ
っ
た
」「
登
下
校
中
、
い
つ
も
以
上
に
話
し
な

が
ら
帰
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。

ま
た
参
加
し
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
家
を
３

泊
も
離
れ
た
こ
と
の
な
い
子
が
多
か
っ
た
の
で
、
ホ
ー
ム
シ
ッ

ク
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
め
た
様
子
が
伺
え
ま
す
。

き
っ
と
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
ご
飯
作
り

や
掃
除
、
後
片
付
け
と
い
っ
た
役
割
が
あ
る

事
、
協
力
し
な
が
ら
作
っ
た
料
理
を
み
ん
な

か
ら
「
お
い
し
い
よ
」
と
言
わ
れ
る
う
れ
し

さ
や
、
作
り
上
げ
た
達
成
感
が
そ
う
感
じ
さ

せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
日
に
日
に
包
丁
使
い
や
洗
い

物
の
手
つ
き
が
良
く
な
り
、
お
互
い
に
声
を

掛
け
合
い
な
が
ら
協
力
を
し
て
作
業
を
進
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
、

「
さ
せ
て
み
る
」「
ま
か
せ
て
み
る
」
場
を
設

け
、
大
人
が
「
手
や
口
を
出
さ
ず
見
守
る
」

こ
と
で
子
ど
も
た
ち
が
急
成
長
し
た
よ
う
で

す
。
今
は
子
ど
も
で
も
10
年
後
に
は
社
会
人
。

子
ど
も
は
家
庭
で
愛
情
を
知
り
、
学
校
で
学

力
を
身
に
つ
け
、
地
域
で
モ
ラ
ル
を
教
わ
る

と
い
い
ま
す
。「
関
係
な
い
」
で
は
な
く
、

村
民
一
人
一
人
が
子
ど
も
た
ち
に
関
心
を
持
っ

て
、
栄
村
全
体
で
未
来
の
担
い
手
を
育
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。
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開
館
１
周
年
を
記
念
し
て
行
っ
た
、
栄

村
成
人
式
写
真
展
。
村
内
出
身
の
皆
さ
ん

だ
け
で
な
く
、
村
外
出
身
の
方
か
ら
も
大

変
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昔
の
自

分
を
探
し
た
り
、
知
り
合
い
の
方
を
探
し

た
り
…
。
み
な
さ
ん
じ
っ
く
り
た
っ
ぷ
り

と
ご
覧
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、
栄
村
総

合
文
化
祭
で
も
成
人
式
の
写
真
を
展
示
い

た
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。（
文
化
祭
展
示
期
間
は

10
月
14
日
（
土
）
～
29
日
（
日
）
ま
で
で

す
。）

　

9
月
24
日
（
日
）
栄
村
歴
史
文
化
館
こ

ら
っ
せ
周
辺
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
と
は
ぜ

か
け
を
行
い
ま
し
た
。
稲
刈
り
や
は
ぜ
か

け
は
、
ど
こ
の
市
町
村
で
も
体
験
活
動
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
栄
村
自
然
学
校

は
ひ
と
味
違
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
１
年
生
か
ら
鎌
を
持
つ
こ
と
。

安
全
指
導
を
し
っ
か
り
と
行
え
ば
、
１
年

生
で
も
鎌
を
き
ち
ん
と
使
い
こ
な
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
2
つ
目
は
「
せ
な
か
ち
」

こ
ら
�
せ
通
信

こ
ら
�
せ
通
信

こ
ら
�
せ
通
信

こらっせ来館者数の
お知らせ

平成29年度来館者数
　8・9月の来館者数    411名
　29年度累計　　　2,266名

栄
村
自
然
学
校
！

稲
刈
り
と
は
ぜ
基
地
づ
く
り
開
催

夏は帰省された方や成人式の写真を見
に来られた方、団体での来館で大変にぎ
わいました。

と
「
に
な
わ
」
を
使
っ
て
背
中
で
稲
を
運

ぶ
こ
と
。「
せ
な
か
ち
」
を
ど
の
よ
う
に

使
う
の
か
を
実
際
に
体
験
し
ま
す
。
3
つ

目
は
、
は
ぜ
を
作
る
と
き
に
三
脚
を
代
用

す
る
の
で
は
な
く
、
昔
な
が
ら
の
縄
で
縛
っ

た
は
ぜ
を
作
る
こ
と
。
子
ど
も
で
も
結
び

や
す
い
よ
う
に
ナ
イ
ロ
ン
ロ
ー
プ
を
使
い

ま
す
が
、
育
成
会
の
方
よ
り
中
高
生
リ
ー

ダ
ー
に
伝
授
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た

ち
と
リ
ー
ダ
ー
で
細
木
を
組
み
合
わ
せ
て

い
き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
何
回
も
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
は
ぜ
の
作
り
方
で
基
地
を
つ
く
る
こ

と
を
目
標
に
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

の
よ
う
な
は
ぜ
基
地
を
作
り
ま
す
。

　

便
利
な
世
の
中
に
な
り
、
そ
ん

な
に
苦
労
を
し
な
く
て
も
様
々
な
こ
と
を

こ
な
し
て
い
け
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、

あ
え
て
地
域
の
方
が
持
っ
て
い
る
知
恵
や

技
で
重
い
も
の
を
運
べ
る
こ
と
や
、
人
が

乗
れ
る
だ
け
の
建
物
が
で
き
る
こ
と
を
体

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
う
い
う
体
験
は
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で

な
く
周
り
に
も
気
を
つ
け
る
こ
と
、
息
を

あ
わ
せ
る
こ
と
、
力
を
加
減
す
る
こ
と
と

い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
必
要

と
す
る
も
の
が
多
く
、
思
い
や
り
や
協
力

し
合
う
心
を
育
む
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

次
回
（
10
月
29
日
㈰
）
は
木
臼
と
ト
オ
ミ

を
用
い
て
も
み
す
り
を
行
い
ま
す
。
興
味

関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
見
学
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

栄村に様々な
専門家が来村します♪
○植物博士　石澤　進先生
　10月23日（月）～24日（火）　2日間
　11月14日（火）～15日（水）　2日間
　栄村自然植物園（北野）にて、初日は10時から、
２日目は９時から作業を行います。山野草の話を
しながら一緒に活動してみませんか？

○地域史料保全有志の会
　古文書専門家　白水　智先生
　民具専門家　　石野律子先生
　11月2日（木）～6日（月）　   5日間
　12月15日（金）～18日（月）  4日間
　古文書班は栄村公民館にて廣瀬家文書の調査を
行い、民具班は東部保育園にて市川家民具の調査
を行います。興味のある方はぜひ栄村公民館へお
越しください。

お問合せ先：栄村公民館（87－2100）
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平
成
21
年
よ
り
10
か
年
計
画
で
進
め
ら

れ
た
薬
師
寺
東
塔
の
大
修
理
に
て
、
学
校

名
が
刻
ま
れ
た
屋
根
瓦
が
4
，8
1
5
枚
発

見
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
堺
中
学
校
と
堺
小

学
校
の
名
を
刻
ま
れ
た
瓦
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
瓦
は
昭
和
27
年
に
薬
師
寺
の
修
理

を
行
っ
た
際
に
、
有
志
校
が
各
家
庭
や
教

員
か
ら
寄
付
金
を
集
め
て
寄
進
し
た
も
の
で
、

長
野
県
の
小
中
高
等
学
校
3
0
8
校
か
ら

寄
進
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
確
認
さ
れ
た
瓦
の
中
で
、
再
び
塔

に
上
る
こ
と
の
で
き
な
い
瓦
は
該
当
す
る

学
校
へ
「
里
帰
り
」
と
い
う
形
で
返
還
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
29
年
7
月
に
栄

小
学
校
、
栄
中
学
校
へ
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
瓦
は
、
戦
後
間
も
な
い
堺
村
で
薬
師

寺
改
修
た
め
の
寄
付
活
動
が
行
わ
れ
た
こ

と
を
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

（
こ
の
瓦
は
栄
村
総
合
文
化
祭
に
て
展
示

し
ま
す
。）

気になる話題…「学校給食」
　最近なにかと話題の学校給食。話題に上がる学校
給食は「センター給食」や外部委託といって学校外の
施設で給食が作られ、学校まで運ばれてくる給食が
多いようです。そこで気になるのが栄村の給食。栄
村は保育園36名、小学校45名、中学校40名と子
どもは少数ですが、子どもたちに温かくておいしい
料理を提供するため、それぞれの場所で調理をして
います。
　村内の保育園・小中学校では、年に1度授業参観
の際に給食試食会が行われています。ある方がその
様子をSNSに投稿したところ、「自校給食がうらや
ましい」「こんなにおいしい給食だったら残さなかっ
た」「自校給食でもこれだけ手の込んだものが出るの
は小規模ならでは」「栄村の学校に通わせようかな」
と自校給食をうらやむコメントが多数寄せられてい
ました。
　そんなうらやましがら
れる栄村給食は、どのよ
うに作られ、どのように
提供されているのでしょ
う か。次 号（12 月 号）で
詳しく紹介します。

▲里帰りをした瓦

長瀬：齋藤進さん宅▶

講座開催のお知らせ
○ストレッチポール教室
　ポール（支柱）を用いたストレッチで体幹を
　鍛え体調を整えよう
　期日：11月6日、13日、20日、27日
　　　　毎週月曜日　計4回
　時間：午後7時～午後8時
　会場：栄村役場　２階大会議室
　講師：宮崎栄子（野沢温泉村）

収穫野菜の
あんな形こんな形募集中

　秋は実りの季節。芋ほりに大根・人参洗い。
時におもしろい形や珍しい形をした物が出てく
ることがあります。そ
んなおもしろ野菜を発
見した方はぜひ栄村公
民館 87 － 2100 までお
知らせください。（野菜
への装飾可）

え
に
し

か
わ
ら
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栄村公民館図書室では、週に一度保育園移動図書を行っています

図書室開館時間
平　日:午前8時30分～午後5時
土　日:午前9時～正午
休館日: 10月／7・8・9日、22日　11月／3・4・5日、23日

新着図書の紹介

　「本屋さんがきましたよ～」の合図で一
斉に駆け寄る子どもたち。先週借りた本
を返却し、表紙を見たり絵本を開いたり
しながら一生懸命選びます。時には役場
庁舎内にある公民館図書室や栄小学校の
図書館へ行き、子どもたちができるだけ
たくさんの本に触れることができるよう、
環境整備に取り組んでいます。

秋の夜長に読書は
いかがですか??
　急に肌寒くなり、いつの間にか日が短
くなってきました。10月27日から全国
読書旬間がはじまります。テレビや新聞
で本の特集が組まれるのもこの季節。一
日6分読書をすると認知症を予防するこ
とができるとも言われています。時には、
ついつい点けてしまうテレビを消して、
虫の声を聞きながら読書をしてみてはい
かがですか？ 

○影裏（沼田真佑）　
○鳩の撃退法　上下（佐藤正午）
○満月の泥枕（道尾秀介）
○中年だって生きている（酒井順子） 他7冊

○予約が取れない伝説の家政婦が教える!
　魔法の作りおき
○繰り返し作りたくなる！ラク弁当レシピ

○本は1回5冊まで借りることができます。
○お探しの書籍が公民館図書室にない場合は県立図書
館から取り寄せることができます。

○今年も11月から冬季移動図書がはじまります。詳細に
ついては後日チラシでお知らせします。

栄村公民館図書室（役場2階）のご案内

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★  絵　本  ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★  小　説  ★★★★★★★★★★ ★★★★★★★ レシピ本  ★★★★★★★

でんしゃのずかん
作／五十嵐美和子　
監修／近藤清一郎

たまごのえほん
作・絵／いしかわこうじ

はっきょい どーん
作・絵／やまもとななこ

はだしになっちゃえ
作／小長谷清実　
監修／サイトウマサミツ
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滝沢良幸さん・智子さん宅（横倉）

ケンカもするけどいつも一緒に遊んでいるお兄ちゃん。
妹も負けじと声を出しています。

山岸知子　横倉（82歳）
①
横
倉
生
ま
れ
。
国
民
学
校
を
卒
業
後
、
横
倉
駅
前
に
あ
っ
た
中
村
合
板
に
就

職
。
昭
和
31
年
に
結
婚
。
栄
村
初
の
公
民
館
結
婚
式
を
挙
げ
た
。
横
倉
地
区

の
子
ど
も
は
中
条
に
あ
っ
た
水
内
小
学
校
ま
で
の
4
キ
ロ
の
山
道
を
毎
日
草

履
で
通
っ
て
い
た
の
で
、
草
履
は
3
日
で
ボ
ロ
に
な
っ
た
。
子
ど
も
の
頃
は

ま
だ
戦
時
中
で
、「
戦
争
に
負
け
た
ら
敵
が
攻
め
て
く
る
か
ら
百
合
居
橋
か

ら
飛
び
降
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
話
も
あ
っ
た
。

②
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
。終
戦
を
迎
え
た
時
も
う
れ
し
か
っ

た
。
統
制
さ
れ
て
い
た
時
代
か
ら
い
っ
ぺ
ん
に
解
放
さ
れ
た
。
今
で
も
そ
の

時
の
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
な
い
。

③
経
済
の
方
が
優
先
さ
れ
が
ち
だ
が
、
健
康
に
勝
る
幸
せ
な
し
。
健
康
で
皆
さ

ん
と
連
帯
感
を
持
っ
て
み
ん
な
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
。

①
横
倉
生
ま
れ
。
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
後
、
長
野
県
桐
材
株

式
会
社
横
倉
工
場
（
以
下
、
下
駄
工
場
）
で
働
い
た
。
当
時
下
駄
工
場

に
は
20
人
を
超
え
る
社
員
が
い
て
、
木
を
伐
採
す
る
と
こ
ろ
か
ら
製
材
を

し
、
半
製
品
（
仕
上
げ
を
行
な
わ
な
い
も
の
）
を
大
阪
や
京
都
へ
出
荷
し

て
い
た
。
時
代
の
流
れ
と
共
に
下
駄
の
形
も
少
し
ず
つ
変
わ
り
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
共
に
お
し
ゃ
れ
下
駄
の
制
作
に
も
取
り
組
ん
だ
。

②
長
男
が
誕
生
し
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
。
平
成
5
年
に
桐
下
駄
の
組
合
が

解
散
し
た
時
は
本
当
に
切
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
村
長
や
専
務
に
一
人
で
も

続
け
た
ら
ど
う
か
と
勧
め
て
い
た
だ
い
た
と
き
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。

③
希
望
や
望
み
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
健
康
で
い
つ
ま
で
も
、
桐
下
駄
に
限

ら
ず
農
業
や
百
姓
な
ど
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
。

山岸忠治　横倉（86歳）

年輪　（148）
年輪は風雪に耐えて積み重ねた歴史であり銘木の条件でもある。 
激動の明治・大正・昭和そして平成を生きてきざみ込まれた人
生の年輪は磨かれた銘木のごとく輝く。

①人生を振り返ってみて… 　②うれしかった・楽しかった
思い出は…　③今思うこと・言いたいこと

島田輝二　青倉（87歳）
①
青
倉
生
ま
れ
。
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
海
軍
を
志
願
し
て
試
験

に
合
格
。
入
隊
す
る
と
き
に
大
勢
の
方
か
ら
見
送
ら
れ
た
の
を
今
で
も

は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。
入
隊
後
、
奈
良
海
軍
航
空
隊
で
3
か
月
教
育

を
受
け
て
茨
城
県
の
海
軍
航
空
隊
へ
。
週
に
1
度
は
空
襲
に
遭
い
、
そ
の

度
に
林
へ
逃
げ
込
み
、
木
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
。
終
戦
後
、
栄
村
へ
戻
り

泉
平
や
箕
作
の
奥
山
で
伐
採
を
し
て
い
た
。そ
の
後
土
木
業
へ
就
職
し
た
。

②
結
婚
前
か
ら
文
通
を
し
て
付
き
合
っ
て
い
た
現
在
の
妻
と
結
婚
で
き
た
と

き
は
う
れ
し
か
っ
た
。
車
の
免
許
に
合
格
し
、
自
分
の
車
を
持
て
た
時
は

最
高
に
う
れ
し
か
っ
た
。

③
世
の
中
を
変
え
る
た
め
に
は
勉
強
を
し
て
、
そ
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

が
大
切
。世
の
中
を
変
え
る
た
め
の
運
動
を
死
ぬ
ま
で
続
け
て
い
き
た
い
。

勇
は や と

人くん 昌
ま さ き

己くん 有
あ み

未ちゃん
（6さい・右）（3さい・左）（1さい・中）

やさいとり、

むしとり だいすき



（25） 平成29年10月1日公民館報  さ か え

百
ま
で
も  

生
き
る
と
今
日
も  

草
む
し
り

亡
き
妻
の  

暮
し
ま
ね
し
て  

秋
の
日
々

生
き
る
欲  

ま
だ
ま
だ
あ
り
て  

米
寿
か
な

花
エ
プ
ロ
ン  

御
勝
手
忙
し  

秋
祭
り

宿
借
り
し  

ま
ま
に
無
言
の  

帰
燕
か
な

希
望
と
は  

孫
の
ひ
と
み
に  

映
る
秋

持
ち
主
も  

国
境
も
な
き  

秋
の
空

納
屋
奥
の  

媼お
う
な

ひ
き
ず
る  

豆
筵む

し
ろ

山
田
政
治

福
原
勇
一

山
田
セ
キ

齋
藤
春
子

関
谷
貞
子

馬
場
澤
子

柳
　
静
江

杉
浦
恵
子

芸
文
協
　
桂
雪
会

平
成
29
年
度
長
野
県
書
道
展
覧
会
の
結
果

金
賞　
中
２　
桑
原
由
妃　
条
巾

　
　
　
中
３　
滝
澤
新
史　
半
紙

銀
賞　
中
２　
桑
原
由
妃　
半
紙

　
　
　
中
３　
樋
口
駿
介　
条
巾

銅
賞　
中
１　
樋
口
爽
乃　
半
紙

　
　
　
中
２　
齋
藤
美
桜　
条
巾

　
　
　
中
３　
樋
口
駿
介　
半
紙

　
　
　
高
３　
樋
口
杏
夏　
半
切
（
掛
軸
）

　私は、今年3月まで上田の総合病院に勤務してい
ました。4月より特別養護老人ホームフランセーズ
悠さかえで看護師として働いています。今までは、
医療の現場で治療を主軸としていましたが、今は生
活主体の現場で働き、全く違う視点からの看護につ
いて日々学んでいます。少子高齢化
がすすむ中で、これからはさらに医
療福祉ニードは高まります。一人ひ
とりが安心して気楽に生活できるよ
うな栄村にできるよう、これからも
携われればと思います。
阿部貴幸（28歳）　大久保

　長野高専に入学して2年が経ちました。増え
る専門科目、始まる屋外での実習、長すぎる夏
休み、他校との差を感じています。アメリカの
教育制度を取っている高専ではテストが年に4
回しかなく、それで進級か留年が決まります。

きちんと進級してたくさんの専門
科目について勉強し、留年という
危機に怯えながら残りの4年間をこ
れからの将来についてじっくり考
えて頑張っていこうと思います。
山田匡馬（16歳）　森

　

夏
も
終
わ
り
、
す
っ
か
り
秋
の

陽
気
と
な
り
ま
し
た
。
秋
は
収
穫

の
季
節
。
穀
物
や
豆
、
白
菜
に
大

根
、
人
参
、
ネ
ギ
と
い
っ
た
収
穫

の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
収
穫

の
喜
び
の
反
面
、
腰
を
か
が
め
て

重
い
も
の
を
運
ぶ
こ
と
が
何
か
と

多
い
季
節
に
な
り
ま
す
が
、
無
理

を
せ
ず
、
自
然
の
移
り
変
わ
り
を

感
じ
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
た

い
で
す
ね
。                      

佳

編
集
後
記
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